
第
24
回
ス
ー

パ
ー
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
大
会
が

6
月
8
日
（
日
）

江
戸
川
区
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
は
昨
年

を
上
回
る
37

チ
ー
ム
400
人
が

参
加
し
、
日
ご

ろ
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
よ

う
と
会
場
は
朝

か
ら
多
く
の
子

ど
も
た
ち
と
保

護
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

来
賓
と
し
て

葛
西
北
地
区
の
小
学
校
校
⾧
先
生
も
参

加
さ
れ
る
中
行
わ
れ
た
開
会
式
で
は
、

高
学
年
の
部
を
代
表
し
て
サ
ン
ダ
ー
ナ

イ
ン
の
多
賀 

慶
人
さ
ん
（
西
葛
西
小
学

校
）が
力
強
く
選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し

た
。そ

の
後
競
技
は
、
低
学
年
・
中
学

年
・
高
学
年
に
分
か
れ
、
1
試
合
7
分

間
で
行
わ
れ
、
各
チ
ー
ム
が
独
自
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
や
お
揃
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を

身
に
ま
と
い
、
目
ま
ぐ
る
し
く
攻
守
が

交
代
す
る
中
、
全
員
で
声
を
出
し
力
を

合
わ
せ
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
よ
く
競
技
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
は
、
葛

西
工
科
高
校
や
葛
西
南
高
校
、
共
育
プ

ラ
ザ
葛
西
、
第
五
葛
西
小
学
校
、
葛
西

北
地
区
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
協
議
会
の

方
々
に
加
え
て
、
今
年
も
参
加
チ
ー
ム

の
保
護
者
に
審
判
と
し
て
ご
協
力
い
た

だ
き
、
ス
ム
ー
ズ
な
大
会
運
営
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

勝
っ
た
チ
ー
ム
も
残
念
な
が
ら
負
け

て
し
ま
っ
た
チ
ー
ム
も
皆
楽
し
そ
う
に

コ
ー
ト
を
後
に
し
て
い
た
姿
が
と
て
も

印
象
的
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
に
向
け
て
さ
ら
に
盛
り
上
が
る

大
会
と
な
る
よ
う
、
大
会
運
営
事
務

優　　勝 準 優 勝 3　　位

低学年の部
BLACK HEROES

西葛西小
ホワイトアローズ

西葛西小
スペース９
西葛西小

中学年の部
BLACK STONE

その他小
POWER11

葛西小、第三葛西小、第五葛西小

第六葛西小代表軍団
第六葛西小

高学年の部
サンダーナイン

西葛西小
三葛西STARS

第三葛西小
ビッグバーン

西葛西小

局
一
同
で
取

り
組
む
と
共

に
、
皆
様
の

積
極
的
な
ご

参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま

す
。な

お
大
会

の
結
果
は
別

表
の
通
り
と

な
り
ま
す
。

参加者…400 人（37 チーム）
低学年…111人（10 チーム）  中学年…192 人（18 チーム）  高学年…97人（9 チーム）

スーパードッジボール大会結果

令
和
7
年
9
月
25
日
（
木
）に
青
少
年

育
成
葛
西
第
一
地
区
委
員
会
研
修
部
主
催

で
、
第
32
回
地
域
諸
団
体
代
表
者
情
報
交

換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
テ
ー
マ
も
「
安
全
安
心
な
地

域
を
目
指
し
て
～
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み

の
変
化
と
課
題
に
関
し
て
～
」と
し
つ
つ
、

重
点
的
に
共
有
す
べ
き
テ
ー
マ
と
し
て
、

時
世
を
踏
ま
え
て
、
①
近
年
の
生
活
様
式

の
変
化
、
②
気
候
変
動
の
影
響
を
受
け
た

活
動
内
容
の
変
更
と
今
後
の
課
題
と
し
、

次
の
講
演
、
報
告
等
が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
の
概
要

葛
西
警
察
署
生
活
安
全
課
少
年
第
一

係
佐
藤
係
⾧
よ
り
、
こ
の
テ
ー
マ
に
関
係

し
た
講
演
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
利
用
に
関
す
る
知
識
不
足
が
原

因
で
、
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
や
、
犯
罪
へ
の

加
担
に
つ
な
が
り
ま
す
。
例
と
し
て
、
面

白
半
分
で
撮
影
し
た
恥
ず
か
し
い
動
画

を
、
学
校
の
友
人
間
の
グ
ル
ー
プ
チ
ャ
ッ

ト
に
あ
げ
た
ら
瞬
く
間
に
拡
散
、
ト
ラ
ブ

ル
と
な
っ
た
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

い
っ
た
ん
拡
散
し
た
情
報
は
、
警
察
が
関

与
し
て
も
完
全
な
削
除
と
い
う
の
は
困
難

で
あ
り
、
適
切
な
使
用
方
法
を
各
家
庭
で

も
し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま

た
、
深
夜
徘

徊
→
知
り

合
っ
た
人
に

バ
イ
ト
を
紹

介
さ
れ
る
→

実
は
闇
バ
イ

ト
→
逃
げ
だ

す
と
金
銭
を

要
求
さ
れ
る

→
（
し
か
た

な
く
）窃
盗
、

と
、
深
夜
徘

徊
と
ほ
ん
の

少
し
の
興
味

が
実
は
大
き

な
犯
罪
へ
の

関
与
の
入
口

で
あ
る
と
実

例
を
踏
ま
え

た
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

犯
罪
へ
の
入
口
と
な
る
深
夜
徘
徊
・
非

行
活
動
を
防
ぐ
た
め
に
、
㋐
子
ど
も
に
対

し
、
罪
を
犯
し
た
場
合
の
リ
ア
ル
な
想
像

を
さ
せ
る
こ
と
、
㋑
保
護
者
に
対
し
、
過

干
渉
せ
ず
子
と
の
適
度
な
距
離
を
保
ち
、

家
庭
に
居
場
所
が
な
い
と
思
わ
せ
な
い
よ

う
な
対
応
、
㋒
地
域
に
向
け
て
は
、
地
域

に
お
け
る
居
場
所
づ
く
り
の
き
っ
か
け
の

形
成
、
を
お
願
い
し
た
い
と
あ
り
ま
し
た
。

特
に
㋐
に
つ
い
て
は
、
も
し
今
、
13
歳
の
自

分
が
万
引
き=

窃
盗
を
し
た
ら
、
最
⾧
10

年
、
家
族
や
友
人
と
も
会
え
ず
何
ら
自
由

が
な
い
刑
務
所
生
活
を
過
ご
す
一
方
、
そ
の

間
、
友
人
は
中
学
高
校
大
学
と
楽
し
く
過

ご
し
将
来
に
向
け
た
準
備
を
し
て
い
る
。

自
分
が
23
歳
で
刑
務
所
か
ら
出
た
と

こ
ろ
で
社
会
に
対
応
出
来
ず
、
周
り
か
ら

は
犯
罪
者
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
元
の
友
人

関
係
に
は
戻
れ
な
く
な
る
。
と
具
体
的
な

例
を
添
え
て
子
ど
も
た
ち
に
想
像
さ
せ
る

よ
う
話
を
す
る
と
、
強
い
関
心
を
持
っ
て

話
を
聞
く
傾
向
が
あ
る
と
具
体
例
を
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
子
ど
も
の
き
ち
ん
と
し
た

居
場
所
が
地
域
で
も
増
え
て
い
け
ば
、
い

い
大
人
と
出
会
い
、
非
行
も
減
少
し
て
い

く
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
葛
西
を
住
み

よ
い
街
に
す
る
こ
と
に
引
き
続
き
ご
協
力

願
い
た
い
、
と
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

報
告
の
概
要

次
に
、
出
席
者
か
ら
の
報
告
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
①
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た

ち
の
生
活
が
ス
マ
ホ
中
心
に
な
り
、
昼
夜

逆
転
や
不
登
校
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が
増

加
し
て
い
る
。
ま
た
、
親
も
使
い
方
を
理

解
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
か
Ｓ
Ｎ

Ｓ
リ
テ
ラ
シ
ー
・
情
報
管
理
の
意
識
が
低

い
と
感
じ
る
。
例
え
ば
、
学
校
名
や
顔
写

真
の
ぼ
か
し
処
理
が
さ
れ
て
い
な
い
投
稿

が
見
ら
れ
る
。
地
域
で
の
居
場
所
づ
く
り

と
い
う
点
か
ら
は
、
地
域
の
お
祭
り
の
情

報
を
も
ら
い
、
実
際
に
子
ど
も
が
遊
び
に

行
っ
て
い
る
例
が
紹
介
さ
れ
、
自
治
会
の

方
々
と
繋
が
れ
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

②
に
つ
い
て
は
、
熱
中
症
対
策
と
い

う
観
点
か
ら
、
金
魚
祭
り
や
キ
ャ
ン
プ
な

ど
の
屋
外
イ
ベ
ン
ト
、
保
育
・
幼
稚
園
で

の
園
庭
の
活
動
、
授
業
や
部
活
動
が
影
響

を
受
け
て
い
る
。
屋
外
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、
開
催
時
期
を
よ
り
涼
し
い
時
期
へ

移
す
動
き
が
広
が
っ
て
お
り
、
実
施
す
る

場
合
で
も
、
開
催
時
間
を
半
日
に
短
縮
す

る
な
ど
の
対
応
が
取
ら
れ
て
い
る
。
園
庭

で
は
10
時
30
分
を
過
ぎ
る
と
も
は
や
遊
べ

な
い
。
学
校
関
係
で
は
、
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
が

31
を
超
え
る
と
屋
外
活
動
が
中
止
さ
れ
、

プ
ー
ル
も
利
用
不
可
に
な
る
な
ど
大
き
な

影
響
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
中
で
い
か
に

活
動
を
充
実
さ
せ
る
か
、
安
全
の
確
保
と

地
域
活
動
・
保
育
・
教
育
の
推
進
と
の
調

和
の
模
索
が
続
い
て
い
る
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

意
見
の
概
要

こ
れ
ら
の
報
告
を
受
け
て
、
集
中
豪

雨
か
ら
登
下
校
時
の
子
ど
も
た
ち
を
守
る

と
い
う
観
点
か
ら
学
校
と
共
育
プ
ラ
ザ
の

情
報
共
有
の
意
見
を
図
り
た
い
と
の
意
見

や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
対
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
は
ど

の
よ
う
に
観
ら
れ
た
い
か
を
意
識
さ
せ
る

指
導
に
よ
っ
て
向
上
で
き
た
と
の
報
告
な

ど
、活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

青
少
年
育
成
葛
西
第
一
地
区
委
員
会
・

研
修
部
と
し
て
は
、
青
少
年
の
変
化
を
捉

え
、
有
益
な
意
見
交
換
が
で
き
る
よ
う

テ
ー
マ
を
提
供
し
意
見
交
換
を
す
る
こ
と

で
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
寄
与
し
て
ゆ

き
ま
す
。

  

地
域
ス
ポ
ー
ツ
講
座  

ボ
ッ
チ
ャ
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令
和
7
年
11
月
実
施
、
12
月
に
開
催

予
定

  

中
高
年
ス
ポ
ー
ツ
教
室  

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
日
曜
日
）

�

令
和
8
年
1
月
11
日
、
18
日
、
25
日

2
月
8
日
、
15
日
、
22
日

第24回

委 員 長 杉 浦   　 修 区子連葛西支部
副 委 員 長 川 嶋 慶 男 船堀地区自治連絡協議会
副 委 員 長 妻 田 辰 雄 宇喜田・小島地区自治連絡協議会
副 委 員 長 三 浦 春 美 区子連葛西支部
副 委 員 長 松 本 勝 行 地区委員会推薦
副 委 員 長 欠員
書 　 記 佐 藤　   真 宇喜田新町自治会
書 　 記 大 澤　   登 葛西第四地区民生・児童委員協議会
会 　 計 矢 野　   孝 宇喜田七軒自治会
会 　 計 荻 島 景 子 船堀七丁目町会
会 計 監 査 田 中　   努 地区委員会推薦
会 計 監 査 山 本 将 之 地区委員会推薦
研 修 部 長 岡 本　   拓 地区委員会推薦
青 少 年 部 長 塙　   正 彦 宇喜田新町自治会
スポーツレク部長 永 谷 博 司 宇喜田第一住宅自治会
役 　 員 中 里 泰 子 スポーツ推進委員
役 　 員 鈴 木 和 子 青少年委員
役 　 員 善茂作  美智子 葛西第一地区民生・児童委員協議会
役 　 員 荒 川 常 代 葛西第三地区民生・児童委員協議会
役 　 員 森 田 聖 悟 保護司会　葛西分区
役 　 員 中 山 和 義 葛西北地区小学校長会
役 　 員 千 野 裕 司 葛西地区中学校長会
役 　 員 小 林 拡 平 葛西少年野球連盟北支部
役 　 員 山 森   　 康 葛西少年野球連盟北支部
役 　 員 梅 木 裕 司 葛西少年野球連盟西支部
顧 　 問 島 矢 謹 爾 船堀地区自治連絡協議会
顧問・相談役 伊 藤 文 夫 宇喜田・小島地区自治連絡協議会

役員紹介役員紹介役員紹介役員紹介
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催
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暑
す
ぎ
る
夏
も
終
わ
り
、
気
候
も
一

転
肌
寒
く
感
じ
る
日
も
出
て
参
り
ま
し

た
。
地
域
の
行
事
も
続
き
ま
す
、
皆
さ

ま
お
身
体
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

�

（
研
修
部
Ｏ
）

新
川
の
南
側
・
宇
喜
田
七
軒
町
・
棒

茅
場
町
会
・
六
軒
町
の
西
側
、
更
に

西
側
に
は
中
川
そ
し
て
南
北
に
ウ
ナ
ギ

の
寝
床
の
様
な
細
⾧
い
小
さ
な
町
会
で

す
。
真
ん
中
あ
た
り
に
は「
第
一
三
共
・

葛
西
研
究
セ
ン
タ
ー
」が
あ
り
、
町
会

名
よ
り
も
第
一
三
共
さ
ん
の
近
く
と

言
っ
た
方
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
で
す
。

又
、
我
が
町
会
に
は
「
豊
栄
稲
荷
神

社
」豊
受
姫
命
と
誉
田
別
尊
を
合
祀
し

た
元
禄
3
年
の
古
刹
が
あ
り
、
明
治
元

年
に
浅
間
神
社
の
兼
務
社
と
な
っ
て
い

ま
す
。

新
年
祭
（
祈
年
祭
）、
神
嘗
祭
、
大
晦

日
に
は
お
焚
き
あ
げ
等
が
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

尚
、
当
社
務
所
の
堂
宇
は
弘
法
大
師

を
祀
る
新
四
国
大
第
5
番
の
霊
場
と
も

な
っ
て
お
り
ま
す
。

又
、
東
側
の
通
り
に
面
し
七
体
の
お

地
蔵
様
が
あ
り
、
一
体
は
明
和
八
年

（
１
７
７
１
年
）か
ら
の
お
地
蔵
様
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。（
細
か
く
は
⾧
く
な

る
の
で
割
愛
し
ま
す
。）

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
昭
和
54
年
頃

に
住
居
表
示
の
実
施
に
伴
い
、
南
船
堀

は
北
葛
西
1
丁
目
と
2
丁
目
と
な
り
、

南
船
堀
町
会
の
1
丁
目
は
船
堀
小
学

校
・
松
江
二
中
に
進
学
が
原
則
で
す
。

南
船
堀
町
会
の
2
丁
目
は
第
五
葛
西
小

学
校
・
葛
西
二
中
に
進
学
と
な
り
、
南

船
堀
町
会
の
区
民
運
動
会
で
は
船
堀
地

区
に
な
り
ま
す
。

2
丁
目
の
子
ど
も
た
ち
は
宇
喜
田
・

小
島
地
区
の
運
動
会
に
お
友
達
が
多
い

よ
う
で
す
。

現
在
、
子
ど
も
の
減
少
、
高
齢
化
に

よ
り
町
会
運
営
に
も
脱
退
す
る
方
が
増

え
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

そ
の
中
、
餅
つ
き
大
会
、
盆
踊
り
、

年
末
火
災
警
戒
、
7
町
・
自
治
会
防
災

訓
練
等
々
町
会
を
挙
げ
て
ご
協
力
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。新
規
マ
ン
シ
ョ
ン
、

1
．
日
時
・
集
合
場
所

6
月
28
日
（
土
）、
何
年
か
ぶ
り
に
清

新
第
一
中
学
校
校
庭
を
集
合
場
所
に
、

葛
西
地
区
自
転
車
盗
ゼ
ロ
作
戦
を
実
施

し
ま
し
た
。
参
加
中
学
校
名
等
は
後
記

の
と
お
り
。
暑
さ
も
想
定
し
、
午
前
8

時
集
合
と
し
ま
し
た
。
こ
の
時
期
と
し

て
は
真
夏
の
よ
う
な
暑
さ
で
し
た
。
参

加
者
一
同
「
熱
中
症
」に
な
ら
ぬ
よ
う

全
員
が
お
互
い
気
を
配
り
な
が
ら
作
戦

を
実
行
し
ま
し
た
。

2
．
来
賓
及
び
主
催
者

ご
来
賓
は
例
年
通
り
、
斉
藤
江
戸
川

区
長
、
佐
々
木
葛
西
警
察
署
長
に
挨
拶

い
た
だ
き
、
主
催
者
で
あ
る
3
地
区
委

員
長
が
以
下
の
担
当
で
作
戦
を
進
め
ま

し
た
。

〇
主
催
者
挨
拶

　

森
澤 

實 

葛
西
地
区
委
員
長

〇
出
発
号
令
発
令

　

杉
浦 

修 

葛
西
第
一
地
区
委
員
長

〇
終
了
挨
拶

　

宮
本 

道
子 

葛
西
第
二
地
区
委
員
長

な
お
、
活
動
の
目
的
は
表
題
で
示
す

よ
う
に
「
自
転
車
盗
ゼ
ロ
作
戦
」で
す

が
、
そ
の
最
大
の
効
果
的
予
防
策
は
、

自
転
車
を
駐
輪
す
る
場
合
に
は
「
駐
輪

許
可
の
場
所
」に
、「
自
転
車
に
鍵
を

忘
れ
ず
に
掛
け
る
」こ
と
、
で
あ
る
と

認
識
し
ま
す
。
例
え
ど
ん
な
に
短
時
間

で
あ
ろ
う
と
、
正
規
の
「
鍵
」を
忘
れ

ず
に
掛
け
る
。
こ
れ
が
盗
難
を
最
小
限

に
防
ぐ
策
と
考
え
ま
す
。

3
．
参
加
学
校
・
団
体

葛
西
中
学
校
、
葛
西
第
二
中
学
校
、

葛
西
第
三
中
学
校
、
南
葛
西
中
学
校
、

南
葛
西
第
二
中
学
校
、西
葛
西
中
学
校
、

東
葛
西
中
学
校
、
清
新
第
二
中
学
校
、

青
少
年
育
成
各
地
区
委
員
会
、
葛
西
地

区
自
治
会
連
合
会

4
．
今
回
の
活
動
場
所

�
西
葛
西
駅
前
広
場
、
地
下
駐
輪
場
及

び
周
辺

5
．
実
施
内
容

各
校
を
4
班
に
分
け
て
啓
発
テ
ィ
ッ

シ
ュ
配
布
等
の
Ｐ
Ｒ
活
動
・
無
施
錠
自

転
車
調
査
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
な
ど
を
実
施
。

☆�

今
回
も
葛
西
さ
ざ
な
み
会
の
皆
さ
ん

の
ご
厚
意
で
、
懐
か
し
い
た
こ
焼
き

の
味
を
楽
し
み
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
帰

宅
し
ま
し
た
。

（
参
考
）

6
．�

自
転
車
盗
ゼ
ロ
作
戦
の
開
始
時
期

に
つ
い
て

手
持
ち
の
葛
西
第
一
地
区
だ
よ
り
に

よ
る
と
（
平
成
18
年
10
月
31
日
発
行
）

松
江
一
中
25
名
、
葛
西
二
中
103
名
、

警
察
関
係
12
名
、
区
役
所
21
名
、
体
育

指
導
員
5
名
、
青
少
年
委
員
4
名
、
葛

7
月
23
日
（
水
）
と
8
月
20
日

（
水
）に
約
1
時
間
、
第
一
地
区
管

内
（
宇
喜
田
・
小
島
地
区
、船
堀
地
区
）

を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
た
。

延
べ
17
人
の
部
員
が
、
2
コ
ー

ス
に
分
か
れ
、
公
園
を
中
心
に
見

回
り
を
行
い
ま
し
た
。

1
日
目
は
宇
喜
田
中
央
公
園

に
て
、
花
火
を
し
て
い
る
家
族
が

散
見
さ
れ
、
火
の
取
り
扱
い
は
十

分
気
を
付
け
る
よ
う
注
意
い
た
し

ま
し
た
。
そ
の
他
、
い
ず
れ
の

コ
ー
ス
も
特
に
子
ど
も
た
ち
の
補

導
等
の
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
こ
れ
も
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し

て
い
る
成
果
の
一
つ
で
も
あ
る
と

思
う
の
で
、
今
後
も
継
続
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
日
の
八
月
十
七

日(
日)

葛
西
区
民
館
講
座
講
習
室

で
、
第
一
地
区
委
員
会
青
少
年
部
主

催
の
行
事
、「
手
作
り
簡
単
ク
ッ
キ

ン
グ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
申
込
数
が
多
い
イ
ベ
ン
ト
な

た
め
、
今
で
は
二
部
制
が
定
着
し
て

い
ま
す
。

今
年
の
申
込
者
数
は

200
人
。
そ
の
中
か
ら
抽

選
で
午
前
の
部
及
び
午

後
の
部
を
合
わ
せ
て
120

人
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
メ
ニ
ュ
ー
は

フ
ラ
ン
ス
の
北
西
部
に

あ
る
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方
で
生
ま
れ

た
ク
レ
ー
プ
の
「
ク
レ
ー
プ
ロ
ー
ル

ケ
ー
キ
」と
、
同
じ
く
フ
ラ
ン
ス
の

高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
で
生
ま
れ
た
パ

フ
ェ
の
「
フ
ル
ー
ツ
パ
フ
ェ
」
で
し

た
。
ク
レ
ー
プ
は
ク
レ
ー
プ
屋
さ

ん
み
た
い
に
三
角
の
形
で
は
な
く
、

ロ
ー
ル
状
に
し
て
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
で

包
ん
で
両
端
を
締
め
ま
す
。
そ
れ
を

食
べ
や
す
い
よ
う
に
包
丁
で
切
り
、

お
皿
に
載
せ
ま
す
。
小
さ
な
子
ど
も

た
ち
で
も
作
れ
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
内
で
は
役
割
分
担
を
決

め
、
生
地
を
作
り
焼
く
人
と
、
生
地

に
載
せ
る
人
に
分
か
れ
て
作
業
を
行

い
、
冷
蔵
庫
で
冷
や
す
間

に
パ
フ
ェ
作
り
の
作
業
に

取
り
掛
か
っ
て
い
ま
し

た
。ま

た
、
パ
フ
ェ
を
作
っ

て
い
る
と
き
に
、
パ
フ
ェ

の
コ
ッ
プ
に
似
顔
絵
を

描
い
て
い
る
子
も
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
ク
レ
ー
プ
の
ひ
と
巻
き
は
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
か
な
り
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
あ
っ
た
た
め
、
持
ち
帰

り
を
希
望
す
る
参
加
者
も
い
ま
し
た

が
、
時
間
が
た
つ
と
食
中
毒
の
恐
れ

も
あ
る
た
め
、
手
作
り
簡
単
ク
ッ
キ

  

少
年
野
球
大
会  

日
程
・�

6
月
29
日
（
日
）、 

7
月
6
日
（
日
）

会
場
・�

都
立
宇
喜
田
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場 

宇
喜
田
中
央
公
園

【
小
学
生
の
部
】

優　

勝　

葛
西
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

準
優
勝　

船
堀
ダ
ッ
ク
ス
ク
ラ
ブ

三　

位　

�

清
新
ハ
ン
タ
ー
ズ 

ブ
ル
ー
シ
ャ
ー
ク
ス
ク
ラ
ブ

【
中
学
生
の
部
】

優　

勝　

葛
西
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

準
優
勝　

み
ど
り
ク
ラ
ブ

三　

位　

清
新
ハ
ン
タ
ー
ズ

　
　
　
　

葛
西
南
ア
ロ
ー
ズ

  

男
女
混
合
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会  

日
程
・�

8
月
31
日
（
日
）、 

9
月
7
日
（
日
）

会
場
・�

都
立
宇
喜
田
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場

優　

勝　

ブ
ラ
ビ
ー
ズ

準
優
勝　

Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｂ

三　

位　

三
葛
西
バ
ナ
ビ
ー
ズ

ン
グ
で
は
「
持
ち
帰
り
禁
止
」
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
多
少
寂
し
い
顔
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
納
得
し
て
そ
の

場
で
完
食
し
て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
年
々
男
性

の
参
加
者
も
増
え
て
き
て
い
る
感
じ

が
し
ま
す
。
違
う
学
校
の
児
童
と
仲

良
く
す
る
様
子
も
窺
え
て
お
り
ま

す
。

西
第
一
地
区
委
員
会
15
名
、
総
勢
185
名

に
よ
り
、
松
江
第
一
中
学
校
・
船
堀
駅

周
辺
を
会
場
に
「
自
転
車
盗
難
ゼ
ロ
作

戦
」を
実
施
し
た
、
と
あ
り
ま
す
。

�

以
上

一
戸
建
て
建
築
の
増
加
、
新
規
会
員
入

会
を
切
に
お
待
ち
致
し
ま
す
。

諸
外
国
の
方
た
ち
に
も
ご
入
会
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
南
船
堀
町
会

�

会
⾧
　
倉
知 

良
寛

少年野球少年野球

ソフトボールソフトボール

南
船
堀

南
船
堀町

会
町
会

紹 介
町会・自治会

自
転
車
盗
ゼロ
作
戦

報
告

葛西地区

令
和
7
年
度夜

間
夜
間

��

パ
ト
ロ
ー
ル

パ
ト
ロ
ー
ル

主
催
　
青
少
年
部

主
催
　
青
少
年
部

親子
で簡単！

手作り
クッキング

主催 ：青少年部

ス
ポ
レ
ク
部
・
活
動
報

ス
ポ
レ
ク
部
・
活
動
報
告告

第 74 号令和 7 年 秋号 葛西第一地区だより


